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ストック配置シナリオの作成

第一の方向

第二の方向

第三の方向 街家
里家

空間配置の変更
（移転）

資本量の適正化
（撤退）

住まい方の変更
（複数拠点）

• 協力自治体のそれぞれに
ついて地図上に落とした形
でストックの配置シナリオを
作成

• 複数のシナリオについて、
費用、労力、環境負荷、継
承すべき文化などを比較

• 地域の歴史文化を体現す
るストック量を可能な限り減
らさない「複数拠点」シナリ
オも含める

2ストック配置に関連する地域内人口分布の動向とシナリオ



内容

1. 人口動態と地域
（日本、市町村別、地域内）

2. 人口集中と環境影響
3. 人口分布のシナリオ
4. 人口分布と交通CO2
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人口ピラミッド

• 出生－死亡：自然増減⇒出産可能年齢女性数
• 移入－移出：社会増減⇒地域推計に強い影響
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人口減少＝消滅自治体？

2005‐2010の傾向（3割減）が6時点間続くと仮定した粗い試算。特に小地域では誤差が大きい
ただし、端の方から減る傾向がある。集落→村→町→市→中都市→大都市→外国 5



地域内人口分布
市区町村間分布：人の奪い合い

市区町村内分布：立地適正化

6

市区町村別人口は社人研推計値



内容

1. 人口動態と地域
（日本、市町村別、地域内）

2. 人口集中と環境影響
3. 人口分布のシナリオ
4. 人口分布と交通CO2

7



• 都市の人口集中
–スケールメリット
–混雑・費用
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対策 排出係数
交通量

曝露濃度排出量
人口

メッシュ排出量
(2004年ディーゼル車規制後)

メッシュ背景濃度
(2004年ディーゼル車規制後)

拡散式は「窒素酸化物総量規制マニュアル」（環境庁大気規制課編）
に準じて、有風時プルームモデル、無風・弱風時パフモデルを用いた。

高密度 ×活動交錯→交通量多 ×混雑→高排出強度→高濃度
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対策 排出係数
交通量

曝露濃度排出量
人口

(2004D規制後)

（人口）

(1998対策前)

10μg/m3超曝露人口
単位：人/メッシュ

10μg/m3超曝露人口
単位：人/メッシュ

•ディーゼル車規制の導入により、八都県市
の面的な高濃度曝露人口は大幅に減少す
る。一方、都区部の面的な高濃度曝露や主
要幹線道路における高濃度曝露は残る。

東京都区部
個人平均暴露濃度ランク別人口分布
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人数
(万人)

高濃度 ×高密度→高曝露人口多



内容

1. 人口動態と地域
（日本、市町村別、地域内）

2. 人口集中と環境影響
3. 人口分布のシナリオ
4. 人口分布と交通CO2
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人口減少：高密度の問題から低密度の問題へ

• 過度に分散すると
– 非効率
– 市街地面積増加
– 自然破壊

• 集約型拠点の分散連携
–効率的、省エネ・低炭素
–自然共生
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地域内人口分布を考慮する

1. 一様分布を仮定（分布を考えない）
2. 現状の分布を反映
3. 将来の分布を推計
4. 人口シナリオを提示

過去の人口動態に基づき人口分布シナリオを構築

＋ シナリオ別の環境負荷・影響の推計

→ 環境面から望ましい分布を提示

→ 行政計画の参考

→ 民間投資の参考



グループ化
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人口変化率（グループ化前）

人口変化率（グループ化後）グループ化

1000 1500 1000 50 50 50 50

3000 2000 1500 100 100 100 100

7000 5000 2000 200 200 200 100

2000 2500 1000 200 1000 200 100

500 1000 500 200 200 200 100

100 100 100 100 100 100 100

(a) 1x1メッシュ

(b) 3x3メッシュ

(c) 5x5メッシュ

同様に、

(d) 7x7メッシュ
(e) 9x9メッシュ

(f) 都道府県でまとめる



1980～2005年
メッシュ毎の性別・5歳階級別人口

（一部秘匿あり）

1980～2005年（6時点）
国勢調査

1980～2005年（6時点）
完全生命表

1980～2005年（6時点）
メッシュ毎性別・5歳階級別人口

（2）秘匿データの補完

1980～2000年全国生残率
2000・2005年市区町村別生残率

（3）市区町村別生残率の推定

1980～2005年（5期間）
市区町村別生残率

1980～2005年（6時点）
グループ毎性別・5歳階級別人口

（4）メッシュのグルーピング

1980～2005年（5期間）
グループ毎自然・社会増減数

（5）センサス間生残率法

1980～2005年（5期間）
メッシュ毎自然・社会増減数

（6）自然・社会増減数の
メッシュへの配分

過去の動向：メッシュ自然増減・社会増減推計フロー

有賀他(2011)

15
3000人以上にグループ化することで、
小規模メッシュの推計を安定させた



人口分布の偏りを評価する
人口分布ジニ係数

1に近いほど偏在，
0に近いほど均一

参照：国土交通省・国土モニタリング
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• 人口分布変化（人口分布ジニ係数の変化）
– 過去： 5年間に＋0.01超（偏在化），±0.01以内（変化なし），
－0.01未満（均一化）

有賀他(2012)



過去の動向

17

① 三大都市圏：過去人口増加＆均一化→近年変化なしの傾向

② 三大都市圏：人口変化なし＆均一化の存在 スプロール？

③ 三大都市圏一般市：一部人口増加＆偏在化の都市の存在

④ 地方一般市：人口減少＆偏在化の傾向

①

②

③

④

※市の区分は
2005年時点

※市区分は
直近PTと同様

有賀他(2011)



シナリオ構築
市町村の分類
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• 都市規模：市／町村
– 過去：市町村区分
– 将来：人口3万人以上（市）と未満（町村）

• 三大都市圏内／外
– 過去・将来：直近の三大都市圏パーソントリップ調査の
調査範囲（三大都市圏）とそれ以外（地方）

• 人口増／減
– 過去・将来：5年間に＋3%超（増加），±3%以内（変
化なし），－3%未満（減少）

• 人口分布変化（人口分布ジニ係数）
– 過去： 5年間に＋0.01超（偏在化），±0.01以内（変
化なし），－0.01未満（均一化）

注：東京特別区は，区単位とし，1区1市カウント
市町村界は社人研市区町村人口推計に合わせ
2008年を利用

有賀他(2012)



偏在化・均一化シナリオ構築手法①
人口変化率の算出

1. 2000→05年のデータで全国の市町村を36パターンに分類

2. 各分類の各市町村に含まれるメッシュデータを集計し，メッ
シュ人口規模別（7パターン）に性別5歳階級別人口変化率
を求める．

自治体
区分

都市圏
自治体
人口増減

計
人口分布変化

偏在化 変化なし 均一化

市

三大
都市圏

増加 96 7 69 20

変化なし 165 12 133 20

減少 15 1 9 5

地方

増加 61 12 43 6

変化なし 283 70 196 17

減少 131 70 57 4

町村

三大
都市圏

増加 62 18 29 15

変化なし 139 32 56 51

減少 68 20 26 22

地方

増加 153 63 54 36

変化なし 395 153 146 96

減少 649 384 135 130

分類別市町村数

有賀他(2012)

19



20

2050年までの
２つのシナリオ

集約化と分散化の複数の人
口分布シナリオを構築・提供
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図：十日町市の人口推移と2050年の人口分布シナリオ

2050偏在（集約）

2050均一（分散）

たとえば、500人/km2未満のメッシュに居住する
人口が半分程度か大半を占めるかにより、各種
のサービスコストや環境負荷が異なってくる。

0 1 2 3 4 5 6 7 8

2050年均一（分散）

2050年偏在（集約）

2005年

1980年

メッシュ人口規模： 200人未満 500人以上 2,000人以上
200人以上 1,000人以上 5,000人以上

（万人）

図：十日町市のメッシュ規模別人口シェアの推移と推計



内容

1. 人口動態と地域
（日本、市町村別、地域内）

2. 人口集中と環境影響
3. 人口分布のシナリオ
4. 人口分布と交通CO2
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排出地域（帰属先）の概念

給油地

目的地

通過地

123

出発地
登録地

全国地域別乗用車CO2排出量の推計

22
松橋他(2004) 22温暖化対策、低炭素まちづくりの観点から



排出量の推計
• 積み上げ計算
地域別車種別排出量

＝車種別排出係数×地域別車種別走行距離

• 地域別に再構成
排出量

＝排出係数

×トリップ長

×台あたりトリップ数

×一人あたり保有車両数

23

全国地域別乗用車CO2排出量の推計

松橋他(2004) 23



分析のフロー
• メッシュ人口規模別の年間一人当たり乗用車CO2排出量を
推計し、将来の人口分布シナリオに適用

24

過去6時点国勢調査
全国3次メッシュ別人口

2030・50年の偏在化・均一化別
全国3次メッシュ別人口

過去6時点全国市町村別
乗用車CO2排出量

年次別メッシュ人口規模別
乗用車CO2排出量の推計

将来のメッシュ人口規模別
乗用車CO2排出量の設定

2030・50年の全国都市圏別
偏在化・均一化別

乗用車CO2排出量の推計

過去6時点の分析

将来の分析

参考：国立環境研究所環境展望台
tenbou.nies.go.jp

市町村別
年間一人当たり乗用車CO2排出量

人口分布シナリオ（全国3次メッシュ人口）



過去のメッシュ規模別年間一人当たり
乗用車CO2排出量推計結果

• パラメタである各年次各メッシュ規模別の一人当たり乗用車CO2排出量は，すべて
有意水準5%で有意

25
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2005年 2030年偏在化シナリオ 2030年均一化シナリオ

凡例

市の総人口 68.8万人 71.3万人

メッシュ規模別
人口シェア

3.9％
7.8％
41.0％
47.4％

3.5％
6.0％
33.8％
56.6％

4.6％
6.6％
47.1％
41.7％

一人当たり乗用車
CO2排出量

0.62t-CO2
0.57t-CO2
(-8.1％)

0.66t-CO2
(+6.5％)

例1：神奈川県相模原市(合併前)
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2005年 2030年偏在化シナリオ 2030年均一化シナリオ

凡例

市の総人口 60.5万人 55.0万人

メッシュ規模別
人口シェア

10.3％
9.5％
66.6％
13.6％

9.1％
10.6％
66.3％
14.0％

12.2％
13.5％
68.0％
6.4％

一人当たり乗用
車CO2排出量

0.84t-CO2
0.84t-CO2
(0.0％)

0.89t-CO2
(+6.0％)

例2：鹿児島県鹿児島市
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2005年
2030年

偏在化シナリオ
2030年

均一化シナリオ

凡例

市の総人口 4.9万人 4.1万人

メッシュ規模別
人口シェア

8.3％
15.1％
16.4％
28.5％
31.6％
0.0％
0.0％

12.1％
14.9％
14.0％
48.3％
10.8％
0.0％
0.0％

11.6％
23.0％
19.0％
22.4％
24.0％
0.0％
0.0％

一人当たり乗用
車CO2排出量

1.061t-CO2
1.137t-CO2
(+7.2％)

1.137t-CO2
(+7.2％)

館山市
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200人未満
200人以上
500人以上

1000人以上
2000人以上
5000人以上

10000人以上
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※メッシュ規模の範囲が異なる地
域のパラメータを引用しているた
め、シナリオがうまくかけていない



2005年
2030年

偏在化シナリオ
2030年

均一化シナリオ

凡例

市の総人口 27.5万人 26.0万人

メッシュ規模別
人口シェア

4.4％
6.4％
7.2％
17.1％
34.8％
30.1％
0.0％

5.0％
6.5％
4.3％
16.8％
44.5％
23.0％
0.0％

4.5％
11.4％
7.9％
14.1％
38.8％
23.3％
0.0％

一人当たり乗用
車CO2排出量

0.988t-CO2
0.989t-CO2
(+0.1％)

0.996t-CO2
(+0.8％)

市原市
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市原市

君津市
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袖ケ浦市

長南町

長柄町200人未満
200人以上
500人以上

1000人以上
2000人以上
5000人以上

10000人以上



2005年
2030年偏在化シナ

リオ
2030年均一化シナ

リオ

凡例

市の総人口 18.6万人 20.3万人

メッシュ規模別
人口シェア

0.5％
2.1％
1.3％
3.3％
7.5％
63.3％
22.0％

0.6％
1.9％
0.4％
1.5％
6.4％
59.0％
30.2％

0.0％
3.3％
0.6％
1.3％
7.7％
77.1％
10.0％

一人当たり乗用
車CO2排出量

0.765t-CO2
0.707t-CO2
(-7.6％)

0.825t-CO2
(+7.9％)

八千代市
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白井市
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習志野市

200人未満
200人以上
500人以上

1000人以上
2000人以上
5000人以上

10000人以上



ストック
活用状況

31

※建物ポイントデータ2013より
空室率を集計

政令市（千葉市）の試算例

３市についても購入・集計予定

今後、値の精査が必要

人口シナリオと組み合わせて、
ストック配置シナリオを考える際
の材料にする予定

住宅空室率

非住宅空室率



ストック配置シナリオ

第一の方向

第二の方向

第三の方向 街家
里家

空間配置の変更
（移転）

資本量の適正化
（撤退）

住まい方の変更
（複数拠点）

32市域内の人口分布を踏まえて、ストック配置のシナリオを検討し、評価を行う


